
　
昭
和
55
年
　
現
在
の
光
陽
２
丁

目
に
福
井
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
完
成
、
こ
こ
に
県
社
協
事
務
局

が
移
り
、
本
県
の
地
域
福
祉
の
活

動
拠
点
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　
昭
和
58
年
に
は
、
社
協
関
係
者

の
悲
願
で
も
あ
っ
た
、
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
の
法
制
化
が
実
現

し
、
市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
推

進
の
中
核
的
役
割
を
担
う
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、

こ
れ
を
機
に
地
域
福
祉
の
推
進
で

地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

社
協
と
な
る
べ
く
、
同
58
年
に
は

「
社
協
活
動
強
化
の
た
め
の
基
本

構
想
」
を
、
昭
和
60
年
に
は
「
福

井
県
に
お
け
る
社
協
活
動
の
基
本

方
針
」
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
に
よ

り
県
社
協
、
市
町
村
社
協
に
よ
る

基
盤
強
化
（
組
織
機
構
・
事
業
推

進
・
財
源
確
保
）
が
す
す
み
、
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
の
実

施
や
、
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

基
金
設
立
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
な

ど
、
社
協
の
社
会
的
評
価
の
向
上
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に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
60
年
度
か
ら
は
、

す
べ
て
の
人
が
地
域
の
人
た
ち
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
保
ち
な
が
ら

「
と
も
に
生
き
る
」
心
豊
か
な
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
す
「
ボ

ラ
ン
ト
ピ
ア
事
業
」、
さ
ら
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
活
動
の

振
興
を
資
金
面
で
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
」
を
昭
和
62
年
度
に
設
置
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
市
町
村
社
協

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
地
域
住
民
と
の
協

同
に
よ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
た
結

果
、
平
成
元
年
に
北
陸
初
の
「
ふ

く
い
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

S５５

S５６

S５８
S６０
S６２

S６３

H　１

「福井県ボランティア活動振興事業基本要綱」実施
「町村ボランティアセンター設置運営要項」設置
福井県社会福祉センター完成（県社協事務所移転）
福井県民生委員児童委員協議会設立
第１回市町村ボランティアセンター連絡協議会開催
「社協活動強化のための基本構想」まとまる
「福井県における社協活動の基本方針」まとまる
福井県中央心配ごと相談センター設置
福井県社会福祉情報センター設置
福井県ボランティア基金設立
ボランティア基金　愛称『ふくいハートピア基金』、
シンボルマーク決定
第１回車いすマラソン開催
福井県社会福祉施設経営者協議会設立
福井県高齢者総合相談センター開設

S５５

S５６

S５７
S５８
S６０

S６１

S６２

S６３

H　１

全国ホームヘルパー協議会設立社協シンボル・マーク制定
第１回社会福祉協議会全国大会開催
国際障害者年
全国社会福祉施設経営者協議会設立
中央授産事業振興センター設置
市町村社会福祉協議会法制化実施
「福祉ボランティアのまちづくり事業」（ボラントピア
事業）開始
身体障害者団体連絡協議会設立
男女雇用機会均等法公布
身体障害者施設協議会設立
「長寿社会対策大綱」閣議決定
改定老人保健法公布
社会福祉士及び介護福祉士法公布
精神保健法公布
「長寿・福祉社会を実現するための基本的考え方と目標
について（福祉ビジョン）」発表
第１回全国ボランティア大会開催
第１回社会福祉トップセミナー開催
長寿社会開発センター発足
ゴールドプラン策定

　全国の流れ

▲共同募金ＰＲチームが福井マラソンに参加（Ｈ元年）

▲新たな地域福祉の拠点として福井市光陽に完成した福井県社会福祉センター
（昭和 55年 12 月）

▲福祉協力校交換研修会で車いすの介助を学ぶ中学生

《
表
紙
に
つ
い
て
》

『
温
故
知
新
〜
一
途
に
社
協
道
〜
』

　来
年
度
、
県
社
協
は
創
立
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
今
一
度
、
県
社
協
の
あ
ゆ
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
先
人
た
ち
の
地
域
福

祉
へ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
推
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲平成元年北陸初の開催となった『第１回ふくい車いすマラソン』
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日
本
に
お
い
て
は
、
長
年
、
正
規
雇
用

労
働
者
中
心
の
就
労
形
態
が
一
般
的
で
し

た
が
、
今
日
で
は
、
労
働
者
の
３
人
に
１

人
が
派
遣
、
契
約
な
ど
の
非
正
規
雇
用
労

働
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
あ
っ

て
、
社
会
保
険
制
度
等
は
正
規
雇
用
労
働

者
を
中
心
に
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
が
一
度
失
業
し
て
し
ま

う
と
、
保
障
が
な
く
、
最
終
的
に
は
生
活

保
護
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
世
界
金
融
不
況
）
に
端
を
発
し
た
雇
用

情
勢
の
悪
化
、
経
済
不
況
の
深
刻
化
に
よ

り
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労

働
者
と
の
格
差
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
派

遣
、
契
約
等
の
失
業
者
、
低
所
得
者
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
人
の

多
く
は
、
雇
用
の
み
な
ら
ず
住
居
を
も
喪

失
し
て
し
ま
う
と
い
う
大
き
な
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。

　

現
行
制
度
で
は
、
失
業
等
に
よ
り
生
活

に
困
難
が
生
じ
た
場
合
の
第
１
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
雇
用
保
険
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
失
業
等
に
よ

り
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
雇
用

保
険
と
生
活
保
護
の
間
を
埋
め
る
第
２
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
住
居
、
職

業
訓
練
、
再
就
職
、
生
活
等
へ
の
総
合
的

な
対
応
を
可
能
と
す
る
支
援
策
の
構
築
が

急
務
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
、
労
働

と
福
祉
の
連
携
に
よ
る
施
策
で
、
大
き
く

は
次
の
３
つ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

失業者等の生活を支援する
新たなセーフティネットの構築

　昨今の厳しい雇用情勢に伴い、失業等による生活困窮者が急増している中、生活困窮に陥っ
た人を支援する国の「新たなセーフティネット（第２のセーフティネット）」が昨年１０月から
本格的に始動しました。低所得世帯の経済的自立等を図るために資金の貸付と生活の支援のた
めに社会福祉協議会が実施している生活福祉資金貸付制度もその中に位置づけられ、その施策
の一つとして総合支援資金が創設されました。
　今回の特集では、新たなセーフティネットの施策として創設された総合支援資金のこの一年
間を振返り、その展望と課題ついて探ります。

特　集

な
ぜ
、
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
構
築
が
必
要
と
な
っ
た
の
か

Ⅰ

新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

内
容
と
は

Ⅱ※

厚
生
労
働
省
資
料
か
ら
抜
粋

※

就
職
安
定
資
金
は
、
利
用
実
績
が
少
な
い
等
の
理
由

　
に
よ
り
２
０
１
０
年
９
月
を
も
っ
て
廃
止

図1
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（
１
）
訓
練
・
生
活
支
援
給
付

　
　
　
　
　
　（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
窓
口
）

　

こ
れ
は
、
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
人
の

訓
練
期
間
中
の
生
活
費
等
の
給
付
で
す
。

支
給
額
は
、
単
身
の
場
合
、
月
額
10
万
円
、

被
扶
養
者
の
い
る
場
合
、
月
額
12
万
円
。

※�

希
望
す
る
人
は
、
さ
ら
に
「
訓
練
・
生

活
支
援
資
金
融
資
」（
貸
付
）
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
住
宅
手
当

　
　
　
　
　
　
　（
福
祉
事
務
所
を
窓
口
）

　

失
業
者
で
あ
っ
て
住
居
を
喪
失
ま
た
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
が
就
職
活
動

を
安
心
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
手
当

（
給
付
）
で
す
。

（
３
）
総
合
支
援
資
金

　
　
　（
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
）

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
創
設
さ
れ

た
資
金
で
、
失
業
に
よ
り
日
常
生
活
全
般

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
を
支
援
す
る
た

め
の
生
活
支
援
費
等
の
貸
付
で
す
。
資
金

の
種
類
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
生
活
支
援
費

　

�

生
活
再
建
ま
で
の
間
に
必
要
な
生
活
費

用
で
、
上
限
は
月
20
万
円
の
最
長
１
年

間
②
住
宅
入
居
費

　

�

敷
金
・
礼
金
等
住
宅
の
賃
貸
契
約
を
結

ぶ
た
め
に
必
要
な
費
用

③
一
時
生
活
再
建
費

　

�

債
務
整
理
等
の
生
活
再
建
に
必
要
な
一

時
的
な
費
用
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
費

で
賄
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の

　

今
回
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構

築
の
目
玉
は
、
総
合
支
援
資
金
を
創
設
し

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
不
況
対
策
の
一
環
と
し

て
失
業
や
減
収
に
よ
る
生
活
困
窮
の
実
態

を
反
映
し
た
こ
と
、
非
正
規
労
働
者
が
増

え
、
派
遣
村
の
よ
う
に
失
職
と
同
時
に
住

居
を
失
う
と
い
う
時
代
背
景
を
反
映
し
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
多
重
債
務
等
の
整
理

費
用
を
対
象
と
す
る
な
ど
現
代
的
貧
困
に

ま
つ
わ
る
状
況
を
反
映
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
そ
の

も
の
に
お
い
て
は
、
貸
付
に
際
し
て
確
保

す
る
こ
と
が
必
須
要
件
で
あ
っ
た
連
帯
保

証
人
を
、
確
保
で
き
な
い
場
合
で
も
貸
付

で
き
る
よ
う
に
要
件
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
背
景
に
対
応
し
た

資
金
の
創
設
と
貸
付
要
件
の
見
直
し
が
図

ら
れ
た
こ
と
で
、
福
井
県
に
お
い
て
は
、

総
合
支
援
資
金
だ
け
で
も
昨
年
の
10
月
か

ら
約
一
年
間
で
、
す
で
に
約
２
０
０
件
の

貸
付
実
績
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら

に
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
推

進
を
使
命
と
し
た
民
間
団
体
で
す
。

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
う
え
で
の
大
切

な
視
点
は
、
低
所
得
や
障
が
い
者
、
高
齢

者
等
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
た
め
に
様
々
な
資
源
を
用
意
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
生
活
状
況
に
合
せ

た
適
切
な
方
法
を
選
択
し
、
問
題
解
決
に

あ
た
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
総
合
支
援
資
金
は
、
失

業
者
の
生
活
を
守
る
大
切
な
社
会
資
源
の

一
つ
と
し
て
有
効
に
活
用
す
べ
き
も
の
で

す
。

　

貸
付
で
あ
る
た
め
に
、
貸
し
倒
れ
を
恐

れ
、
対
象
者
を
選
択
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
感
覚
で
は
現
代

の
貧
困
事
情
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　

労
働
の
先
に
は
、「
生
活
」
が
あ
り
、「
生

活
を
営
ん
で
い
る
家
族
」
が
い
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、

常
に
地
域
福
祉
の
視
点
を
持
っ
て
支
援
に

あ
た
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

総
合
支
援
資
金
の
利
用
者
の
多
く
は
、

単
身
の
40
～
50
代
の
中
高
年
で
、
住
居
を

持
た
ず
孤
立
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
税
金
の
滞
納
や
多
重
債

務
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
深
刻
な
生
活
課
題
を
抱
え
た

人
に
対
し
て
適
切
な
相
談
支
援
、
自
立
支

援
、
償
還
の
確
保
を
す
る
た
め
に
は
、
実

質
的
に
窓
口
を
担
っ
て
い
る
市
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
相
談
体
制
の
整
備
が
急
が
れ

ま
す
。
僅
少
な
委
託
費
の
中
で
、
事
務
局

職
員
が
兼
務
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
の
が

実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
の
通
知
に
よ
り
、新
た
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
適
切
に
支
援
が
行

わ
れ
る
よ
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
祉
事
務

所
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
加
え
、
様
々
な

関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
生
活
福
祉
・
就

労
支
援
会
議
」
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
単
位
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の

会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
密
接
に
連
携

し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
機
能
が
実
質

的
に
発
揮
で
き
な
け
れ
ば
、
現
在
の
深
刻

な
生
活
課
題
へ
の
対
応
や
解
決
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
措
置
は
、
総
合
支
援

資
金
を
除
い
て
特
例
の
時
限
付
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
、

時
限
付
の
施
策
で
、
ど
こ
ま
で
の
成
果
が

期
待
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
構

造
的
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
本
当

の
意
味
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

急
増
す
る
総
合
支
援
資
金

Ⅲ

利
用
者
が
抱
え
る
深
刻
な
生
活
課
題

Ⅳ

総
合
支
援
資
金
の
役
割

Ⅴ
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○
共
同
募
金
の
意
味
と
歴
史

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
の
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
戦
後
復
興
の

一
助
と
し
て
、
戦
争
の
打
撃
を
受
け
た
福

祉
施
設
を
資
金
支
援
す
る
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
60
年
以
上
た
っ
た

今
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
民
間
団
体
を
支
援
す
る
仕
組
み
と

し
て
、
ま
た
、
市
民
の
や
さ
し
さ
や
思
い

や
り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
助
成
額
を
決
め
て
か
ら

　
募
金
（
寄
付
）
を
集
め
る
し
く
み
で
す
。

　

共
同
募
金
は
、
地
域
ご
と
の
使
い
み
ち

や
集
め
る
額
を
事
前
に
定
め
て
募
金
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
計
画
募
金
」

と
呼
び
、「
助
成
計
画
」
を
明
確
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得

や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
計
画
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

一
世
帯
当
た
り
の
目
安
額
な
ど
を
定
め
て

募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
っ

と
も
、
寄
付
は
自
由
意
志
に
基
づ
く
も
の

で
す
か
ら
、
目
安
額
は
あ
く
ま
で
目
安
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。（
市
町
に
よ
っ
て
そ
の
額

や
方
法
に
違
い
が
あ
り
ま
す
）

○
赤
い
羽
根
は

　「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
」
募
金
で
す
。

　

共
同
募
金
の
助
成
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン

や
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
草
の
根
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
費
用
か
ら
、
障
害
者

作
業
所
の
備
品
や
施
設
の
改
修
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
民
間
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
ま
っ
た
募
金
の
約
74
％
は
、

募
金
を
い
た
だ
い
た
地
域
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
残
り
の
26
％
は
、
み
な
さ
ん
の
住

ん
で
い
る
市
町
を
越
え
た
広
域
的
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
県
域
の
活
動
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。（
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
割

合
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
）
多
く
の
募
金

は
身
近
な
地
域
で
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

し
よ
う
と
す
る
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
い
使
い
み
ち
は
全
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に

て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
は
ね
っ
と
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。w

w
w
.

akaihane.or.jp/hanett/

）

　

共
同
募
金
運
動
に
は
、
全
国
で

２
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
全
国
各

地
で
、
自
治
会
・
町
内
会
、
民
生
児
童
委

員
、
企
業
や
学
校
関
係
者
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
の
や
さ
し
さ
が
共
同
募
金
を
支
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
都
道
府
県
に
は
、
集
め
ら
れ

た
募
金
の
助
成
先
や
金
額
の
決
定
を
適
正

に
行
う
た
め
に
「
配
分
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
で
は
共
同
募
金
委

員
会
に
運
営
委
員
会
（
審
査
委
員
会
）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の

募
金
や
助
成
に
関
係
す
る
こ
と
を
決
め
て

い
ま
す
。

74

目標額　186,447,000円
●一般募金
　　　　 138,927,000円　

●地域歳末たすけあい募金
　　　　    34,520,000円　

●ＮＨＫ歳末たすけあい募金
　　　　　13,000,000円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
ス
タ
ー
ト
！

福
井
の
ま
ち
を
良
く
す
る
し
く
み
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

10 月 1日
～

12月 31
日10月 1日
～

12月 31
日

共同募金の助成
　たすけあいの活動は、みなさんの寄附で
支えられています。昨年、皆様から寄せら
れた寄付金は、178,105,017 円にものぼ
りました。寄せられた寄付金は、高齢者の
孤立・孤独をなくす活動、障害者スポーツ
の支援、DV で苦しむ人への支援場所の整
備など、地域を良くするための活動に使わ
れています。
　皆様のあたたかいご協力ありがとうござ
いました。
（H21の福井県の助成割合
　　　　　～助成地域によって割合は違います～）

じぶんの町を良くする活動・・・

地域歳末たすけあい活動・・・・

福井を良くする活動・・・・・・

災害に備えた準備金・・・・・・

NHK歳末たすけあい活動・・・・

52％

22％

19％

2％

5％

戸別募金
街頭募金
法人募金
学校募金
職域募金
イベント募金
個人募金
その他

56.7％
3.2％
11.9％
2.0％
3.5％
1.4％
10.2％
11.1％

平成 21年度　募金実績方法別割合（％）
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広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
た
介
護
家
族
の
体

験
記
は
、
多
く
の
介
護
家
族
に
介
護
へ
の

意
欲
を
高
め
、
介
護
家
族
を
支
え
て
い
ま

す
。

　
「
自
分
だ
け
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
苦
し
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
」
と
考
え
て
い
た

が
、会
報
を
読
み
「
自
分
だ
け
で
は
な
い
。

仲
間
が
い
る
の
だ
」
と
勇
気
が
わ
い
て
き

た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
体
験
記
は
、雑
誌
や
書
籍
、新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

遠
く
の
方
の
体
験
記
よ
り
、
県
内
の
身
近

な
方
の
体
験
記
は
、
読
む
人
に
多
く
の
感

動
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。「
認
知
症　
聞
い
て
ほ
し
い　
聞

か
せ
て
ほ
し
い　
仲
間
が
ほ
し
い
」
と
い

う
の
は
、
介
護
家
族
の
切
な
る
声
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
声
に
県
支
部
の
広
報
誌
が 

少
し
で
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
会
報
発
行

が
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
会
報
発
行
に
つ
い
て
共
同
募
金
会
様
か

ら
今
年
度
も
助
成
を
し
て
頂
く
こ
と
が
出

来
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
会
員
全
て
に
理
解
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
、
県
支
部
総
会
時
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
参
加
者
に
感
謝
の
し
る
し
と

し
て
の
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
福
井
県
に
５
つ
の
児
童
養
護
施
設
と
二

つ
の
乳
児
院
が
あ
り
、
施
設
で
は
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
親
が
病
気

だ
っ
た
り
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
り
、
虐

待
を
受
け
て
い
た
り
と
子
ど
も
た
ち
１
人

ひ
と
り
違
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
境
遇
の
子
ど
も
た
ち
に
温

か
い
家
族
・
家
庭
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
星
の
子
の
集
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
施
設

の
職
員
さ
ん
な
ど
関
係
機
関
の
方
に
も
来

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
を
見
守
る
大
人
た

ち
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
日

頃
、
子
ど
も
達
と
接
す
る
苦
労
や
喜
び
を

話
し
、
共
有
し
今
後
の
活
動
へ
と
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
援
助
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

や
支
援
者
が
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習
会
を
通
じ
、
１
人
で
も
多
く
の

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
何
の
抵
抗
も
な
く
使
え

る
よ
う
に
な
る
よ
う
月
一
回
の
定
期
講
習

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
か
ら
集
め
ら
れ
た
善
意
の

浄
財
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
対

し
、
重
い
責
任
と
深
い
感
謝
の
念
を
痛
切

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

な
っ
て
ま
だ
10
ヶ
月
足
ら
ず
で
す
が
、
お

陰
様
で
多
く
の
講
習
会
活
動
の
機
会
を
与

え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
の
普
及
啓
発
と
併
せ
て
、
命

を
つ
な
ぐ
心
を
育
て
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
度
は
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

みなさんへの
　感謝のメッセージ

　みなさんから寄せられた募金は、社会福祉協議会や
福祉ボランティア団体等が行っている「じぶんのまち
を良くする」活動に役立てられています。
　助成を受けた団体からみなさんへの感謝のメッセー
ジが届いています！

仲
間
が
い
る
と

　
　勇
気
が
湧
き
ま
す

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

子
ど
も
達
に
家
族
を
体
験

し
て
ほ
し
い
。

星
の
子
の
集
い
事
業
で
の

思
い
出
づ
く
り福

井
県
里
親
会

１
分
１
秒
を
争
う

　
　『
い
の
ち
』
を

　
　
　
つ
な
ぐ
た
め
に
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　命
の
バ
ト
ン

問合せ先

（福）福井県共同募金会
〒910-0026 福井市光陽 2-3-22

TEL  0776-22-1657

FAX  0776-22-3093

URL http://akaihane-fukui.jp



平
成
二
十
二
年
度

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
受
賞

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
受
賞

　
平
成
22
年
９
月
23
日
（
木
・
祝
）、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
57
回
福
井
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
福
井
県
の

福
祉
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
施
設
、
社
会

福
祉
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
協

力
校
な
ど
四
〇
〇
名
に
福
井
県
社
会
福
祉
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

兼
　
子
　
英
　
男

吉
　
田
　
　
　
優

大
　
黒
　
裕
　
實

谷
　
上
　
尉
　
知

阿
　
部
　
義
　
男

竹
　
内
　
清
　
隆

山
　
﨑
　
　
　
豊

西
　
田
　
誠
　
八

橋
　
本
　
昭
　
文

朝
　
倉
　
友
　
江

松
　
嶋
　
澄
　
子

三
　
﨑
　
裕
　
二

泉
　
畑
　
ゆ
き
江

松
　
田
　
義
　
規

　
　
本
　
眞
　
澄

加
　
畑
　
喜
太
夫

原
　
嶋
　
榮
　
一

本
　
夛
　
修
　
三

福
井
市

福
井
市

福
井
市

小
浜
市

大
野
市

勝
山
市

あ
わ
ら
市

越
前
市

坂
井
市

坂
井
市

永
平
寺
町

南
越
前
町

越
前
町

高
浜
町

お
お
い
町

村
　
尾
　
智
　
寿

村
　
上
　
靜
　
子

角
　
亦
　
愼
　
一

酒
　
井
　
　
　
茂

鈴
　
木
　
賢
　
一

中
　
島
　
弘
　
子

森
　
山
　
和
　
子

吉
　
永
　
京
　
治

荒
　
井
　
花
　
子

黒
　
田
　
實
　
雄

岸
　
田
　
栄
　
治

水
　
元
　
一
　
二

友
　
田
　
　
　
章

藤
　
井
　
茂
　
子

松
　
尾
　
利
　
一

大
　
正
　
春
　
濤

林
　
　
　
清
　
昭

増
　
永
　
　
　
豊

道
　
端
　
利
枝
子

小
　
澤
　
千
代
子

北
　
野
　
征
　
義

宮
　
前
　
清
　
美

前
　
川
　
忠
　
博

世
　
継
　
秀
　
子

竹
　
内
　
壽
　
代

赤
　
崎
　
惠
美
子

古
　
谷
　
眞
知
子

中
　
尾
　
裕
　
子

正
　
津
　
み
ち
ゑ

島
　
口
　
美
代
子

鈴
　
木
　
信
　
子

山
　
本
　
久
　
榮

森
　
永
　
美
登
志

川
　
田
　
善
　
子

北
　
村
　
智
　
見

武
　
内
　
正
　
澄

西
　
　
　
二
　
郎

瀬
　
川
　
順
　
男

鈴
　
木
　
庄
　
治

稲
　
郷
　
榮
　
一

原
　
　
　
公
　
子

中
　
森
　
紀
　
子

新
　
井
　
峯
　
子

帰
　
山
　
良
　
子

天
　
立
　
宣
　
子

竹
　
内
　
美
智
子

谷
　
口
　
美
笑
子

久
　
保
　
惠
美
子

中
　
村
　
隆
　
篤

西
　
村
　
悦
　
郎

村
　
井
　
英
　
之

島
　
田
　
よ
し
美

納
　
村
　
　
　
亮

平
　
野
　
千
代
美

竹
　
島
　
隆
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ウ
ス

永
平
寺
ハ
ウ
ス

永
平
寺
ハ
ウ
ス

永
平
寺
ハ
ウ
ス

永
平
寺
ハ
ウ
ス

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

第
一
光
が
丘
ハ
ウ
ス

第
三
光
が
丘
ハ
ウ
ス

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

光
が
丘
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー

楊
梅
苑

楊
梅
苑

楊
梅
苑

鯖
江
市

越
前
市

坂
井
市

永
平
寺
町

南
越
前
町

越
前
町

お
お
い
町

社
会
福
祉
施
設
功
労
表
彰
（
９
１
名
）

平成 22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者

平成22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者
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澤
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野
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仁
子

今
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枝

竹
　
原
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池
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子
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島
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子

下
　
牧
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子
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子
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上
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由
　
美
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子
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永
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繁

竹
　
内
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子
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清
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髙
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子
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よ
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子

越
　
井
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幸
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さ
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ら
苑
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さ
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ら
苑

グ
ル
ー
プ
ホ
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ム
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さ
く
ら

あ
さ
く
ら
介
護
支
援
事
業
所

山
翠
苑

山
翠
苑

山
翠
苑

山
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苑

山
翠
苑

福
井
市
ふ
れ
愛
園

福
井
市
ふ
れ
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園

福
井
市
ふ
れ
愛
園

福
井
市
ふ
れ
あ
い
公
社

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
す
ら
ぎ
の
郷

五
岳
園

五
岳
園

春
江
東
保
育
所

春
江
北
保
育
所

春
江
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

春
江
中
保
育
所

春
江
北
保
育
所

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

小
浜
市

鯖
江
市

坂
井
市

南
越
前
町

一
光
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

民
謡
つ
つ
じ
会

ひ
だ
ま
り
歌
謡
会

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

栄
光
グ
ル
ー
プ

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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づ
き
会

中
河
て
の
ひ
ら
サ
ー
ク
ル

み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
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ふ
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福
井
県
地
域
活
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連
絡
協
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会

２
の
部
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祉
の
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部
福
祉
の
会
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福
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会

手
話
サ
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ク
ル
た
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音
訳
ボ
ラ
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テ
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し
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の
会

米
っ
こ
サ
ロ
ン
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祉
の
会
す
こ
や
か

安
島
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す
な
ろ
会
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ケ
岡
福
祉
推
進
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

お
た
っ
し
ゃ
会

こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

河
野
地
区
婦
人
福
祉
協
議
会

越
前
町
美
容
師
組
合

樫
津
馬
清
水
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
さ
が
お
会

糸
生
ク
ラ
ブ

杉
の
木
グ
ル
ー
プ

福
井
市

敦
賀
市

大
野
市

鯖
江
市

坂
井
市

永
平
寺
町

南
越
前
町

越
前
町

あ
わ
ら
市
立
北
潟
小
学
校

あ
わ
ら
市

成
　
瀬
　
り
え
子

福
　
田
　
佳
　
世

久
　
永
　
与
志
男

鰐
　
淵
　
洋
　
子

三
　
屋
　
チ
ヨ
エ

乾
　
　
　
美
智
子

山
　
田
　
絹
　
子

本
　
多
　
清
　
子

白
　
崎
　
ゑ
つ
子

森
　
　
　
洋
　
子

前
　
田
　
和
　
子

山
　
内
　
信
　
子

吉
　
田
　
裕
　
子

金
　
崎
　
信
　
子

福
　
岡
　
ゆ
　
き

福
　
岡
　
道
　
代

稲
　
葉
　
弥
　
寿

小
浜
市

勝
山
市

鯖
江
市

青
　
木
　
啓
　
子

堀
　
　
　
貞
　
子

濱
　
田
　
礼
　
子

林
　
　
　
美
穂
子

小
　
阪
　
和
　
江

桜
　
井
　
多
恵
子
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富
士
子
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屋
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枝

河
　
村
　
み
ゆ
き

吉
　
川
　
幸
　
江
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枝
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代
子
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子
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子
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尾
　
節
　
子

山
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芙
美
子

南
　
口
　
紀
美
子

鯖
江
市

あ
わ
ら
市

越
前
市

坂
井
市

永
年
勤
続
功
労
表
彰
（
２
７
名
）

優
良
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
（
２
団
体
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
）
表
彰
（
３
４
名
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
協
力
校
）表
彰
（
１
校
）

こ
と
の
ね
グ
ル
ー
プ

高
浜
町

福
井
県
生
命
保
険
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

福
井
市

社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
感
謝
）（
１
団
体
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）
表
彰
（
２
７
団
体
）

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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子
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園
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園
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園
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園
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新
庄
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育
園

な
か
よ
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保
育
園

安
養
寺
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

岡
本
保
育
園

花
筐
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

愛
星
保
育
園

花
筐
保
育
園

花
筐
保
育
園

岡
本
保
育
園

安
養
寺
保
育
園

神
山
保
育
園

わ
か
た
け
保
育
園

愛
星
保
育
園

花
筐
保
育
園

南
中
山
保
育
園

松
岡
東
幼
児
園

福
井
市

鯖
江
市

越
前
市

永
平
寺
町

田
　
原
　
喜
代
美

齋
　
藤
　
恵
　
子

小
　
林
　
郁
　
子

新
　
谷
　
京
　
子

尾
　
﨑
　
政
　
代

壁
　
下
　
美
　
里

山
　
本
　
真
由
美

今
　
村
　
和
　
美

今
　
村
　
ま
り
子

宮
　
下
　
和
　
美

道
　
幸
　
順
　
子

上
　
田
　
憲
　
子

北
　
瀬
　
真
　
弓

小
　
荒
　
繁
　
美

上
志
比
幼
児
園

上
志
比
幼
児
園

湯
尾
保
育
所

河
野
保
育
園

南
条
保
育
所

河
野
保
育
園

南
条
第
二
保
育
所

南
条
保
育
所

南
条
保
育
所

南
条
第
二
保
育
所

河
野
保
育
園

西
徳
寺
保
育
園

西
徳
寺
保
育
園

朝
日
中
央
保
育
所

永
平
寺
町

南
越
前
町

越
前
町

井
　
上
　
智
恵
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桑
　
野
　
博
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澤
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岩
　
田
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子

石
　
田
　
英
美
子

村
　
中
　
勝
　
士

中
　
田
　
欽
　
也

虎
　
尾
　
冝
　
治

谷
　
口
　
昇
治
郎

山
　
下
　
猛
　
志

上
　
出
　
喜
美
枝

福
井
市
婦
人
福
祉
協
議
会

福
井
市
婦
人
福
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協
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会

福
井
市
健
康
づ
く
り
婦
人
会

福
井
市
遺
族
連
合
会

清
明
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

宝
永
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

宝
永
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

棗
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

西
藤
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

足
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

国
見
地
区
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会
福
祉
協
議
会

湊
地
区
社
会
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協
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会

松
本
地
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福
祉
協
議
会

福
井
市

高
　
田
　
勝
　
之

坂
　
本
　
幸
　
夫

森
　
田
　
一
　
昭

大
和
田
　
晴
　
美

水
　
口
　
和
　
美

長
谷
川
　
美
　
貴

高
　
橋
　
ハ
ル
ミ

野
　
田
　
喜
　
一

八
　
木
　
悦
　
子

達
　
川
　
陽
　
子

清
　
水
　
照
　
美

土
　
田
　
房
　
子

林
　
　
　
久
　
子

錦
古
里
　
る
　
り

酒
　
井
　
久
美
子

棟
　
田
　
忠
　
明

為
　
永
　
　
　
誓

寺
　
尾
　
憲
　
子

髙
　
田
　
　
　
操

彌
　
氏
　
文
　
子

細
　
井
　
美
奈
子

谷
　
口
　
洋
　
子

半
　
田
　
と
み
子

岩
　
田
　
　
　
等

加
　
納
　
倫
　
哉

酒
　
井
　
正
　
人

竹
　
澤
　
　
　
香

南
　
部
　
信
　
恵

前
　
田
　
直
　
美

小
　
林
　
政
　
広

吉
　
野
　
麻
奈
美

岡
　
本
　
秀
　
敏

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
県
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

身
障
者
友
の
会
い
ま
だ
て

身
障
者
友
の
会
い
ま
だ
て

越
前
市
つ
く
し
会

越
前
市
つ
く
し
会

越
前
市
遺
族
連
合
会

越
前
市
赤
十
字
奉
仕
団
今
立
分
団

越
前
市
赤
十
字
奉
仕
団
大
虫
分
団

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議
会

丸
岡
福
祉
会

丸
岡
福
祉
会

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

南
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

敦
賀
市

勝
山
市

鯖
江
市

あ
わ
ら
市

越
前
市

坂
井
市

永
平
寺
町

南
越
前
町

高
浜
町

社
会
福
祉
施
設
功
労
表
彰
〈
保
育
〉（
４
４
名
）

社
協
・
民
間
団
体
功
労
表
彰
（
４
８
名
）

平成 22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者

平成22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者
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井
市
ふ
れ
あ
い
公
社

小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
す
ら
ぎ
の
郷

五
岳
園

五
岳
園

春
江
東
保
育
所

春
江
北
保
育
所

春
江
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

春
江
中
保
育
所

春
江
北
保
育
所

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

ほ
の
ぼ
の
苑

福
井
市

小
浜
市

鯖
江
市

坂
井
市

南
越
前
町

一
光
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

酒
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

民
謡
つ
つ
じ
会

ひ
だ
ま
り
歌
謡
会

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

栄
光
グ
ル
ー
プ

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
づ
き
会

中
河
て
の
ひ
ら
サ
ー
ク
ル

み
ら
い
子
育
て
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
福
井
県
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

２
の
部
福
祉
の
つ
ど
い

三
乃
部
福
祉
の
会

木
部
福
祉
の
会

手
話
サ
ー
ク
ル
た
け
く
ら
べ

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
ず
し
ろ
の
会

米
っ
こ
サ
ロ
ン

福
祉
の
会
す
こ
や
か

安
島
あ
す
な
ろ
会

陣
ケ
岡
福
祉
推
進
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

お
た
っ
し
ゃ
会

こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ

河
野
地
区
婦
人
福
祉
協
議
会

越
前
町
美
容
師
組
合

樫
津
馬
清
水
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

玉
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
さ
が
お
会

糸
生
ク
ラ
ブ

杉
の
木
グ
ル
ー
プ

福
井
市

敦
賀
市

大
野
市

鯖
江
市

坂
井
市

永
平
寺
町

南
越
前
町

越
前
町

あ
わ
ら
市
立
北
潟
小
学
校

あ
わ
ら
市

成
　
瀬
　
り
え
子

福
　
田
　
佳
　
世

久
　
永
　
与
志
男

鰐
　
淵
　
洋
　
子

三
　
屋
　
チ
ヨ
エ

乾
　
　
　
美
智
子

山
　
田
　
絹
　
子

本
　
多
　
清
　
子

白
　
崎
　
ゑ
つ
子

森
　
　
　
洋
　
子

前
　
田
　
和
　
子

山
　
内
　
信
　
子

吉
　
田
　
裕
　
子

金
　
崎
　
信
　
子

福
　
岡
　
ゆ
　
き

福
　
岡
　
道
　
代

稲
　
葉
　
弥
　
寿

小
浜
市

勝
山
市

鯖
江
市

青
　
木
　
啓
　
子

堀
　
　
　
貞
　
子

濱
　
田
　
礼
　
子

林
　
　
　
美
穂
子

小
　
阪
　
和
　
江

桜
　
井
　
多
恵
子

大
　
宮
　
富
士
子

新
　
屋
　
君
　
枝

河
　
村
　
み
ゆ
き

吉
　
川
　
幸
　
江

畠
　
中
　
一
　
枝

髙
　
坂
　
千
代
子

松
　
浦
　
歌
代
子

高
　
森
　
ヱ
ミ
子

宮
　
尾
　
節
　
子

山
　
内
　
芙
美
子

南
　
口
　
紀
美
子

鯖
江
市

あ
わ
ら
市

越
前
市

坂
井
市

永
年
勤
続
功
労
表
彰
（
２
７
名
）

優
良
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
（
２
団
体
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
）
表
彰
（
３
４
名
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
協
力
校
）表
彰
（
１
校
）

こ
と
の
ね
グ
ル
ー
プ

高
浜
町

福
井
県
生
命
保
険
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

福
井
市

社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
感
謝
）（
１
団
体
）

優
良
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）
表
彰
（
２
７
団
体
）

受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成 22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者

平成22年度
福井県社会福祉協議会長表彰受賞者

9　2010　October
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私
た
ち
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
は
、

国
の
「
福
祉
・
介
護
人
材
の
緊
急
的
な
確

保
を
図
る
措
置
」
と
し
て
21
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
福
祉
・
介
護
人
材
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
事
業
を
担
う
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
は
福
祉
・
介
護
職
を
目
指
す
求
職
者
に

ふ
さ
わ
し
い
職
場
の
開
拓
と
と
も
に
、
事

業
所
に
対
し
て
は
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
向
け
た
指
導
・
助
言
を
行
い
な
が

ら
、
円
滑
な
就
労
・
定
着
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

平
成
23
年
度
末
ま
で
に
県
内
５
０
０

ケ
所
の
事
業
所
を
訪
問
を
目
標
に
、
求

人
状
況
、
離
職
者
状
況
、
雇
用
の
実
態
、

内
部
研
修
の
実
施
状
況
、
求
職
者
へ
の

要
望
（
例
：
雇
う
条
件
）
等
々
に
つ
い

て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

②
移
動
相
談
会
の
開
催

　

福
祉･

介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
求
職
者
に
対
し
、
現
状
を
伝
え
、
総
合

的
な
相
談
、
職
業
紹
介
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
�　

身
近
な
地
域
で
移
動
相
談
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆�
越
前
市
（
毎
週
火
曜
）
／
勝
山
市
（
月

２
回
木
曜
）
／
小
浜
市
（
月
２
回
木
曜
）

／
坂
井
市
（
月
２
回
水
曜
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

③
相
談
窓
口
の
開
設

　

求
職
者
お
よ
び
福
祉･
介
護
職
従
事
者

の
悩
み
等
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
、
ま

た
事
業
所
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
相
談

へ
の
対
応
（
来
所
お
よ
び
電
話
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

�　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
内
に
常
設
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

④
潜
在
有
資
格
者
の
調
査

　

福
祉
・
介
護
関
連
の
潜
在
有
資
格
者
の

状
況
を
把
握
し
、
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の

就
業
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
そ
の
ほ
か
の
活
動

　

学
校
訪
問
説
明
会
、
福
祉
就
職
面
談
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
活
動
内
容

① 

事
業
所
へ
の
訪
問

　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
人
材
育
成
や
労
働
環
境
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
採
用
・
定
着
に
向
け
た
職
場
づ

の
ほ
か
、
各
講
座
で
の
福
祉･

介
護
の
現

状
説
明
や
福
祉･

介
護
の
仕
事
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
求
職
者
の
方
々
に
、
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
求
職
者
登
録
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
職
業
相
談
、
求
人
の
紹
介
、
資

格
取
得
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
の
相
談
を

受
け
、
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
求
人
側
の
事
業
所
に
対
し
、

募
集
や
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
の
お
話
を

伺
い
な
が
ら
、人
材
の
紹
介
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
求
人
情
報
の
掲
載
、

人
材
定
着
等
に
つ
い
て
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
仕
事
の

ひ
と
つ
に
「
移
動
相
談
会
」
が
あ
り
、
就

業
前
支
援
、職
業
相
談
・
紹
介
、就
労
支
援
、

就
職
後
の
相
談
等
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実

に
様
々
な
思
い
、
経
験
を
お
持
ち
の
方
々

が
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
施

設
・
事
業
所
の
役
割
、
仕
事
を
す
る
意
味

を
し
っ
か
り
お
伝
え
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
施
設
や
事
業
所
の
役
割

が
多
岐
に
渡
り
、
よ
り
高
い
専
門
性
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
求

職
者
の
方
々
を
社
会
福
祉
分
野
で
ど
の
よ

う
に
受
入
れ
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
県
内
の
事
業
所
へ
の
訪
問
・

指
導
を
行
っ
て
き
た
中
で
、
施
設
側
に
も

共
通
し
た
思
い
が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、「
雇
用
す
る
条
件
で
一
番

重
要
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
利
用
者
の

方
々
に
対
す
る
姿
勢
と
組
織
人
と
し
て
の

人
柄
が
ど
う
で
あ
る
か
に
尽
き
る
。」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

福
祉
と
は
、
暮
ら
し
の
中
に
安
心
感
の

あ
る
環
境
を
創
る
こ
と
と
、
優
し
さ
に
溢

れ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
あ
げ

る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
ま
さ
に
人

類
の
「
文
化
の
象
徴
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
福
井
県
内
の
施
設
・
事
業

所
に
伺
い
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
状
況

を
お
尋
ね
し
な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
の
職

を
目
指
す
求
職
者
の
皆
さ
ん
と
の
架
け
橋

に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

写真　前列　左から村田、小林、関戸専門員
　　　後列　左から眞家専門員、岩田主任（事業担当）

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
活
動

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
活
動

月

４月
５月
６月
７月
８月

60
38
24
12
12

17
14
24
23
19

29
9
50
27
36

9
5
3
4
1

新
規
登
録
者
数

施
設
訪
問
件
数

相談者数

移動
相談

相談
窓口

４月～８月までの活動実績活
動
し
な
が
ら
　

〜
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
つ
ぶ
や
き
〜

活
動
し
な
が
ら
　

〜
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
の
つ
ぶ
や
き
〜
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１０月の行事予定
　１日（金）共同募金運動開始式（ＪＲ福井駅前）
　３日（日）「福井マラソン」
　　　　　　赤い羽根チャリティーラン（運動公園）
　４日（月）保育部会委員会（アオッサ）
　７日（木）ふくしジョブフェア in 奥越（大野市）
　９日（土）ねんりんピック石川大会（～ 12日）
１０日（日）県身体障害者福祉大会（自治会館）
１２日（火）福井県人材センター運営委員会
２１日（木）県老人クラブ大会（鯖江市）
２４日（日）介護支援専門員実務研修受講試験（県立大）
２６日（火）生活福祉資金市町担当者会議

福祉・介護人材マッチング支援事業
～アドバイザー派遣事業～

福祉のお仕事　移動相談会

福井のまちを良くする会議
第7回　赤い羽根パートナーミーティング

派遣する専門家たち
公認会計士、弁護士、税理士、社会保険労務士、
中小企業診断士 等

　人材の確保や人材定着、職員の処遇向上、福利厚生の充実な
どのご相談に、より専門的なアドバイスをさせていただくため、
専門家を派遣しております。相談は無料ですので、キャリア支
援専門員までお気軽にご相談ください。

事前申込不要・無料相談
キャリア支援専門員があなたの近くに伺います！

相談時間：各会場とも 13：00～ 16：00

丹南地区　毎週火曜日　武生西公民館・別館
　　　　　　越前市中央 2-8-16（ハローワーク武生南側）　

坂井地区　第 2･4 水曜日　三国社会福祉ｾﾝﾀｰ１階
　　　　　　坂井市三国町中央 1-6-3（ハローワーク三国近く）

奥越地区　第 1･3 木曜日　奥越地域地場産ｾﾝﾀｰ1 階
　　　　　　勝山市片瀬 1-402（地域職業相談所 同所）

若狭地区　第 2･4 木曜日　小浜地方合同庁舎 4階
　　　　　　小浜市後瀬町 7-10（ハローワーク小浜と同所）

問合せ先　福井県福祉人材センター
　　　　　福井市光陽 2-3-22　℡0776-21-2294

　共同募金の寄付者や助成団体、関
係者が集い、さまざまな社会課題を
解決していくにはどうしたら良いか
話し合いを持ちます。
　どなたでも参加できますので気
軽にお越し下さい。

■日時：２０１０年１０月１９日（火）
　　　　１３：３０～１６：３０（受付開始１３：００）
■場所：サンドーム福井・小ホール（福井県越前市瓜生町５-１-１）
■当日の講師・コーディネーター
　演　題　「寄付者の心をつかむ募金とは？」
　講　師　社会福祉法人大阪ボランティア協会
　　　　　　　　　　　　　　常務理事　早瀬　昇　氏
■参加費：無料（募金は喜んで受付けます）
■問合せ先：福井県共同募金会
　　　　　　TEL：0776-22-1657　FAX：0776-22-3093

寄　贈
福井県生命保険協会 様
エコキャップ　１７０，９６０個
　ボランティア月間制定２０周年記念事業『つながれボラン
ティアの輪』推進運動「エコキャップアートイベント」に使用
するペットボトルキャップ（エコキャップ）の収集を呼び掛け

たところ、生命保険協会に加
盟する県内１８社の生命保険
会社よりたくさんのエコ
キャップを寄贈いただきまし
た。
　いただいたエコキャップ
は、エコキャップアートで使
用され、イベント終了後は、
「ふくいエコキャップ運動」
に寄付し、発展途上国の子ど
もたちのワクチン購入に充て
られます。

　「ボランティアのことを県民の皆さんに知っていただ
く」という使命を果たすため、活躍中のランティー、あ
なたのまちに参上するかもしれません。
　これからもランティーを見かけたら、かわいがってく
ださいね！

ランティー活
躍中！

ランティー活
躍中！

※上記の他に敦賀市総合福祉センターあいあいプラザ（敦賀市東洋町 4-1）
　でも実施します。（不定期）

福井県福祉人材センターからのお知らせ

9 月 20日（月・祝）福井フェニックススタジアム
にランティー登場　かわいく始球式をつとめる！

とっても緊張したけど、
会場のみんなから声援
をもらい、頑張って投
げました！
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Vol.3　やさしい笑顔で、利用者に寄り添うしっかり者

　このコーナーでは、「笑顔（スマイル）」
をキーワードに福祉職の方々に登場いただ
き、福祉の現場で活躍しているからこそ『見
える』・『言える』、福祉の魅力について語っ
ていただきます。

（福）友愛会 障害者支援施設やすらぎの郷

支援員 10 年目。しっかりと目標を持ち、やさ
しい笑顔で仕事に取り組むしっかり者。

正木　康子さん
まさき やすこ

プロフィール

今
も
忘
れ
な
い
利
用
者
の
笑
顔

利
用
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
第
一

に
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

今
思
え
ば
、
転
職
当
時
知
人
か
ら
、「
あ
な

た
に
福
祉
な
ん
て
、
出
来
る
の
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
…
」
と

福
祉
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。　
　

　

最
初
の
頃
は
、
何
の
知
識
も
な
い
た
め
自
分

の
意
見
や
思
い
を
先
輩
や
同
僚
に
う
ま
く
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
利
用
者
の
方
の
「
思
い
」

を
う
ま
く
受
け
と

め
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
い
ろ

ん
な
こ
と
で
悩

み
、
一
日
が
と
て

も
長
く
感
じ
ら
れ

る
日
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
持
ち

前
の
負
け
ず
嫌
い

の
性
格
も
手
伝
っ

　

利
用
者
の
中
に
は
、
言
語
や
感
情
を
上
手
く

表
せ
な
い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
当
時
担
当
し
て

い
た
利
用
者
Ａ
さ
ん
も
言
葉
が
少
な
く
、
表
情

も
あ
ま
り
出
さ
な
い
方
で
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ

さ
ん
は
、
別
の
施
設
に
移
ら
れ
た
の
で
す
が
、

て
、「
職
場
に
行
き
た
く
な
い
」「
辞
め
た
い
」

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
の
思
い
や
考
え
を
素
直
に
先
輩
や
同

僚
に
話
し
、
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
仕
事

も
楽
し
く
な
り
、
気
づ
け
ば
、
十
年
目
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

久
々
に
Ａ
さ
ん
に
お
会
い
し
た
瞬
間
、
私
の
顔

を
見
て
「
は
っ
は
っ
は
っ
」
と
笑
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。
離
れ
て
い
て
も
、
私
の
こ
と
を
覚
え

て
い
て
く
れ
た
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す

が
、何
よ
り
Ａ
さ
ん
の
笑
顔
を
見
れ
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
瞬
間
で
し
た
。

　

子
供
を
授
か
り
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
で
、

と
て
も
忙
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
家
に
帰
っ
て

息
子
の
顔
を
見
る
と
、
仕
事
の
疲
れ
も
ど
こ
か

に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

息
子
　
快
く
ん
で
す
！

　

こ
の
十
年
間
で
多
く
の
勉
強
や
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
経
験
や
知
識
に
驕
る
こ
と
な

く
、
常
に
「
利
用
者
の
立
場
に
立
つ
」
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
利
用
者
の
方
と
向
き
合
い
、
ま
た

利
用
者
さ
れ
て
い
る
方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え

る
、
職
員
に
な
れ
る
よ
う
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
十
年
で
自
分
の
業
務
内
容
や
心

身
の
状
態
の
管
理
に
努
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
頑
張
り
す
ぎ
で
疲
れ
た
心
と
体
で
は
、
利

用
者
の
方
と
き
ち
ん
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。良
い
仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
に
も「
頑

張
り
過
ぎ
な
い
」
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

は
、
息
子
と
の
時
間
が
最
高
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
で
す
。

　

ま
た
、
子
供
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
の

で
、
自
然
に
仕
事
の
段
取
り
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
以
前
よ
り
効
率
よ
く
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
で
は「
マ
マ
、泊
ま
り
？
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
れ
る
な
ど
、
彼
は
、

私
の
心
強
い
応
援
団
で
あ
り
、
ま
さ
に
笑
顔
の

素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

お
子
さ
ん
や
利
用
者
の
話
を
さ
れ
て
い
る

と
き
の
柔
ら
か
で
、
や
さ
し
い
笑
顔
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
笑
顔
が
い
ろ
ん
な

人
の
心
を
温
か
く
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
…


